
資料５ 

学生等へのアプローチ可能な講義等 

【富山県教育委員会県立学校課】 

各県立高等学校における、地域に開放している文化祭（学園祭）等一覧 

http://www.pref.toyama.jp/cms_pfile/00001175/00666425.pdf の１５ページで公開中 

 



【富山県立大学工学部環境工学科】 

○インターンシップ実施状況（3 年生、選択科目） 

＜インターンシップ実施率＞ 

 

＜分野別状況＞ 

 

＜富山県内外別＞ 

 



【富山県富山工業高等学校】 

○現地実習、現地見学会等が実施予定 

 〔現地(現場)見学会〕 

  ・土木工学科２年生対象 〔富山県建設業協会主催により毎年実施。（1 日）〕 

    平成 26 年度は、9／26(金)に実施。国道 8 号線入善黒部バイパス工事、北陸新幹線富山駅新築工事、松川貯留

    施設を見学。 

  ・土木工学科１年生対象 〔国土交通省北陸地方整備局主催により今年度新たに実施。(半日)〕 

    平成 26 年度は、12／11(木)に実施。伏木外港万葉ふ頭工事現場を見学。 

○支援可能な座学・講義等の内容・予定 

 〔ものづくり学Ⅱ〕 

  ・実施形態及び対象生徒 

    １講師につき、連続した 2 日間にて、(50 分×2 限)を 1 コマとした同一講義を 4 回実施。 

    対象生徒は本校の 2 年生全員(320 名、1 コマの受講生徒は 80 名)。 

    平成 26 年度は、〔水曜〕2・3 限、5・6 限、〔木曜〕3・4 限、5・6 限の 2 日間 4 回。 

  ・実施目的 

    地元企業の専門技術者を講師に招き、ものづくりに関する最先端技術や企業の取り組みについて学び、広く見

    識を高め、ものづくりの総合力を身につけさせる。 

  ・平成 26 年度講師依頼企業(年間 17 回) 

    北陸電力(株)､三菱レイヨン(株)､アイザック､豊富産業､ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ・ﾀﾜｰｼﾞｬｽﾞ ｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀｰ(株)､(株)スギノマシン 

    (株)あぶらや清助商店､富山地方鉄道(株)､ｺﾏﾂ NTC(株)､ﾔﾝｸﾞｼﾞｮﾌﾞとやま､ｼﾞｪｯｸ経営ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ､宮田特許事務所 

   〔建設系の講師と講義内容〕 

    ・富山県立大学〔建設分野における環境負荷低減の取り組み〕 ・(株)三四五建築研究所 

    ・建設業労働災害防止協会〔作業における安全確保、KY〕 ・佐藤工業(株)〔日本の建築土木技術〕 

  ・要望 

    現在の講師には土木系企業(土木技術に関する最先端技術や企業の取り組み)の専門技術者が登録されていない

    ので、建設業界の魅力や最先端技術について講義いただける方を紹介願いたい。（単年度ではなく、継続的に講

    義いただける講師を希望） 

○ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟの希望状況 

 〔実施状況 (製造業を含めた依頼企業数 168 社、受入企業数 138 社 352 名)〕 

   2 年生全員を対象として 7 月中旬に 3 日間実施している。320 名の生徒が同一期間活動できる受入れ先を確保す

   ることはなかなか大変であり、自宅から自転車等で通える企業に絞られるため、生徒の希望を生かした企業割り

   振りは困難であるが、土木の生徒は建設系企業での体験が多い。 

 〔平成 26 年度 受入企業と参加人数(土木系企業)９社 22 名〕  

   朝日建設(株)４､射水建設興業(株)３､(株)岡部４､酒井管工建設(株)１､三和ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ(株)３､辻建設(株)２､ 

   野村土建(株)２､(株)林土木２､北陸建工(株)１ 

 〔平成 26 年度 受入企業と参加人数(建築系企業)〕佐藤工業(株)､林建設(株) 他  計７社 

 

 



【富山県立高岡工芸高校】 

 

・生徒の現場見学会 

  毎年９月～１０月に、建築科２年生と土木環境科土木工学コース２年生を対象に実 

施しています。主催は（一社）富山県建設業協会です。 

H26 年は、９月１６日に建築科３９名が、１０月３日に土木環境科１９名が見学しま

した。 

見学先は、建築科が「新たな総合リハビリテーション・子ども医療福祉センター新築

工事」「東部小学校新築工事」「富山市西町南区第一種市街地再開発事業施設建築物な

ど新築工事」。土木環境科が「庄川・寺塚原築堤護岸工事」「小杉婦中線道路戸破高架

橋上部工工事」「松川貯留施設工事」でした。 

 

・インターンシップの状況 

  毎年７月初旬に、全２年生約２７０名を対象に実施しています。期間は２～３日間で

１００～１３０社の企業へ受入を依頼します。H26 年は７月２，３，４日に実施しま

した。 

建築科３９名と土木環境科土木工学コース１９名の生徒が１～４名ずつ地元の建設 

会社で実習を行いました。 

受入企業は、オダケホーム建築技能センター、(株)新建築設計事務所、積和ウッド(株)、

タカハタ工業(株)、佐藤工業(株)、松島工業(株)、田中工匠、大栄建材(株)、川田工業

(株)、竹澤工業(株)、(株)狩野建設、松本建設(株)、江尻工業(株)、寺崎工業(株)、塩谷

建設(株)、三久建設(株)、射水工業(株)、(株)高田組、西村工業(株)、昭和建設(株)、(株)

アーキジオ、(株)牧田組でした。 

〈企業側からの意見〉 

実施時期・・・７月は工事が比較的少なく、実習する内容が乏しい。 

暑い中、実習する生徒はたいへんである。 

  生徒の受入や指導が負担である。→受入企業の数が不足しましたが、富山県建設業協

会より受け入れていただける建設会社を数社紹 

介・連絡していただきました。 

 

・２級土木施工管理技術検定の試験日 

  H26 年度は１０月２６日。この時期は２学期の中間考査・学校行事の直後でたいへん

慌ただしい頃であり、もう少し後の時期に実施していただけるとありがたいです。 

   建築・電気・・・H26 年の試験日 １１月９日 

   管・造園・・・・H26 年の試験日 １１月１６日 

 

 


